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持続可能な社会の実現に向けて

Toward the Achievements of Sustainable Society

内藤　牧男

Makio NAITO

「粉体分野の市場規模はどの程度ですか？」と時々
質問を受けることがある。その際に，筆者はいつも，
「粉体に関する市場は無限に広がっています」と答え
るようにしている。粉体を作ったり加工したりする
装置産業に粉体の市場を限定すれば，せいぜい年間
数千億円程度であると思われる。一方，粉体として
の市場を調査した事例としては，少し古いが，例え
ば富士キメラ総研が発行している「2011年度微粉体
市場の現状と将来展望」では，微粉体 52品目だけに
着目した場合でも，2012年度の販売金額は約 1兆円
であると報告されている。ほぼすべての産業分野で
粉体が利用されていることを考えれば，粉体分野の

実際の市場は無限に広がっていると言えるだろう。
さらに粉体ならびにそれを扱う粉体技術は，全地
球的な課題に対しても，極めて重要な基盤技術で
あることが近年ますます強調されている。2015年 9

月の国連サミットで採択された SDGs（Sustainable 

Development Goals）（持続可能な開発目標）におい
ては，国際目標とされている 17の項目が示されて
いる。これは，「誰一人取り残さない」持続可能で
多様性と包摂性のある社会の実現のために，2030

年を年限として設定された国際目標であり，我が国
も達成すべき重要な課題である。
ところで，それぞれの項目をみると，既にご存じ
の方も多いと思うが，ほぼすべての目標達成に向け
て，粉体とそれを取り扱う粉体技術が大きく貢献す
ることが理解できる。例えば，飢餓をゼロにする目
標達成に向けては，食糧，農業，貯槽，輸送などに
関係した粉体技術がすぐに思い浮かぶ。健康と福祉
に関する目標においても，医薬品の開発や生産など
の粉体技術がまず挙げられる。さらに，安全な水と
トイレに関する目標では，ろ過技術や水浄化技術，
クリーンエネルギーに関しても，それを支える粉体
技術がすぐに思い浮かぶ。このように，粉体技術は，
持続可能な社会形成に貢献する，まさにキーテクノ
ロジーであり，粉体技術がカバーする範囲は極めて
多岐にわたっている。これらの具体的な内容をさら
に知りたい方は，本誌に掲載されている特集「持続
可能な社会に貢献する粉体技術」を参照されたい。
また粉体技術は，IoT（Internet of Things，物のイ
ンターネット），人工知能（AI），そしてデータサイ
エンスなど，情報技術を主体とした分野での急速な
発展に伴い，大きく進化している。これらの技術動
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向を踏まえ，我が国の科学技術基本計画においては，
狩猟社会（Society 1.0），農耕社会（Society 2.0），工
業社会（Society 3.0），情報社会（Society 4.0）に続く
新たな社会として，Society 5.0（ソサエティー 5.0）
を目標として位置付けている。Society 5.0とは，サイ
バー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
を高度に融合させたシステムにより，経済発展と社
会課題の解決を両立する，人間中心の社会を言う。
そして 2021年 4月からは，「科学技術・イノベー

ション基本法」の基に Society 5.0の具体化を引き続
き進める計画が挙げられている。特に計画の中では，
SDGsと軌を一にしながらも，そこに「信頼」や「分
かち合い」を重んじる我が国独特の価値観を重ね，
さらに，我が国の信頼性の高い科学研究や技術力，
また極めて高い社会データの存在と結びつけ，Society 

5.0を 20世紀の負の遺産を超えた我が国の未来社会
像として，世界に示していかなければならないと説
明されている。
このように持続可能な未来社会を目指す科学技術
の発展の中で，粉体技術は，Society 5.0の発展を支
える基盤技術としても，今後もますます重要な役割
を果たすものと期待される。例えば，最近の「国際
粉体工業展」の動向をみると，粉体の挙動を解析す
る多様なシミュレーションツールが展示・発表され
るようになった。さらに，モノづくりに不可欠な製

造プロセスの制御と自動化に重要な役割を果たす，
各種粉体計測技術，センサー技術などについても，
この間活発な技術開発が進められている。また最先
端の産業分野においても，粉体技術の導入が欠かせ
ないことは，より一層浮き彫りにされている。例え
ば，最近の「国際ナノテクノロジー総合展」におい
ては，従来のナノ粒子だけでなく，近年，粉砕，分
散，混合などの基盤的な粉体プロセスの開発に対す
るニーズが非常に高まっているという調査結果が報
告されている。
一方，今後人類が持続可能な発展を続けていくた
めには，私たちのウェルビーイング（Well-being）に
ついても，さらに充実させていく必要があり，これ
に対しても粉体技術は大いに貢献することが期待さ
れる。その一環として，筆者らは粉体工学会の研究
会活動の中で，粉体に関わる分野と絵画，染色など
の多様な芸術分野に関わる人たちとの相互の連携を
通じて，芸術表現の豊かさを追求する粉体技術につ
いて検討を進めてきた。その結果，特定非営利活動
法人の「富士山からはじまる天然顔料と粉砕の研究
会」を 2021年 9月に設立し，さらに具体的な活動
を展開している。今後も，持続可能な豊かな社会の
実現に向けて，粉体技術が多様な観点から貢献する
ことを期待している。

出典：「Society5.0­科学技術政策」（内閣府）<https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/>
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